


























































































100 21．7 28．2 52．6
120 29．5 38．8 75．3
144 39．6 52．3 103．8
150 43．4 57．4 111．0


























































100 2．00 1．62 1．62 2．31 2．46 3．00 3．23
120 2．77 2．23 2．38 3．00 3．08 3．69 3．92
144 3．54 3．08 3．08 3．69 3．92 鋤簸 4．69
150 3．85 3．38 3．23 4．23 4．23 4．46 4．85
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Coding table for character area.


























































































































































Callingcard A B C D E
Characterarea Meancodelenght/pel [Bits]
1.13 1.50 O.99 O.99 1.05
Alloccurredbits [Bytes]
4682 9341 2875 3231 4464
Picturearea Meancodelengthlpel [bits]
1.54 1.75 1.52 - -
Nloccurredbits [Bytes]-
6369 ,6607 4004 - -
Total Occurredbits [Bytes]
11051 15948 6s79 3231 4464
Codingefficiency 1/3.52 1/2.43 1/5.65 1/12.0 1/8.72
Occurred bits of original image: 38, 912 bytes
156 ファジークラスタリングを用いた名刺画像高能率符号化方式
自然画像領域の平均情報発生量は5660バイト，最低は
4004バイト，最高は6607バイトであった。
6．3　符号化効率
　符号化効率は，原画像が512×304画素，1画素当た
り2ビットであるから，情報量の削減を行わなければ
約38，900バイトである。それに対し，各名刺の場合の
符号化効率はTable　8に示したとおり，自然画像を含
まない名刺（D）の場合には約1／12，自然画像を含
む名刺（A）、の場合は約1／3．与2となった。
　Fig，4に，1Mバイトのフロッピーディスク1枚当
たり蓄積可能な名刺の枚数を示す。写真等の自然画像
を含まない名刺のみの場合には約260枚，100％の名刺
が自然画像を含む場合には，約88枚蓄積できる見通し
を得た。
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7．むすび
　顔写真等自然画像を含む名刺をイメージデータのま
ま蓄積するための高能率符号化について検討を行っ
た。本検討においては，住所等の小さな文字が読める
こと，また自然画像がどういう画像か判別できるため
の許容限の画像品質が得られることを目標とした。先
ず，情報発生量に直接影響を及ぼす画像サイズ，階調
数について，画像品質に関する主観評価実験，及び名
刺画像の取り込み時間の測定を行い，2ビット硬調，
144DPIでの取り込みを決定した。
　そして，山地領域を取り除いて抽出した文字領域及
び自然画像領域に対し，ファジークラスタリングを用
いてクラスタリングを行い，各領域の文字領域或いは
自然画像領域への帰属度を求めた。その帰属度の割合
に応じて，各領域のクラスタを決定し，クラスタ毎の
特性に応じた可変長符号割当，ランレングス符号割当
を行った。
　符号化シミュレーション実験により，文字領域のみ
で構成される名刺の場合，約1／12乃至1／8，72，自
然画像を含む名刺の場合，約1／5．65乃至1／2．43程
度の符号化効率が得られた。この結果，lMバイトの
フロッピーディスク1枚に，文字のみの名刺であれば
約260枚程度，100％の名刺が自然画像を含む場合は約
88枚の名刺を蓄積できる見通しを得た。
　今後この高能率符号化アルゴリズムを用いた名刺管
理システムの構築に関する検討を行う予定である。
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